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『公式』南房総市
YouTube
観光協会ちゃんねる

一般社団法人南房総市観光協会
◆南房総市観光インフォメーションセンター
〒299-2403 南房総市富浦町原岡89-3
☎0470－28－5307 南房総市観光協会 検索

一般社団法人館山市観光協会
◆観光案内所（JR館山駅東口）
〒294-0045 館山市北条1879-2
☎0470－22－2000 館山市観光協会 検索

観光情報Twitter

たてやまファンクラブ

LINEで
友だちになろう！

南房総・館山
共同で情報発信

enjoy-boso

それぞれの会員を統合して、
「南房総・館山のファン」に
共同で情報発信。
観光LINEを
一本化！

※ランディングページのイメージです

　
館
山
市
観
光
協
会
（
上
條
長
永
会
長
）
と
南

房
総
市
観
光
協
会
（
清
宮
信
英
会
長
）
は
、
2

市
が
共
通
課
題
の
解
決
に
連
携
し
て
取
り
組
む

「
館
山
市
・
南
房
総
市
定
住
自
立
圏
」
の
形
成

協
定 

（
令
和
2
年
7
月
締
結
）
を
き
っ
か
け

に
、
両
市
の
観
光
協
会
で
は
令
和
3
年
5
月
か

ら
協
議
を
重
ね
、
手
を
携
え
て
観
光
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
は
、
来
訪
者
か
ら
は
、
館
山
市
、
南
房

総
市
を
含
む
南
房
総
エ
リ
ア
は
一
つ
の
観
光
地

と
し
て
見
ら
れ
て
お
り
、
2
市
の
観
光
資
源
を

共
有
し
て
情
報
発
信
し
、
よ
り
効
果
的
に
誘
客

を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
。
具
体
的
に
は

こ
れ
ま
で
別
々
だ
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も

館
山
、
南
房
総
で
一
体
化
し
た 

り
、
一
緒
に
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
と
一
つ
の
地
域

と
し
て 

地
域
全
体
で
対
策
、
戦
略
を
練
っ
て
い

こ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
取
組
の
初
年
度
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
」
「
い
ち
ご
」
「
ペ
ッ

ト
と
楽
し
む
旅
」
「
温
泉
地
域
と
し
て
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い

て
、
合
同
で
情
報
整
理
、
発
信
等
を
行
っ
た
。

　
な
ぜ
、
観
光
に
よ
り
戦
略
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
の
か
？
地
域
最
大
の
課
題
は
、
人
口

減
少
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
全
体
に
い
え
る

こ
と
で
、
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
地
域
消
費
、
地
域
生

産
は
難
し
い
。
そ
こ
で
『
外
貨
』
を
稼
ぐ
観
光

の
出
番
で
あ
る
。

　
観
光
は
「
モ
ノ
」
の
消
費
だ
け
で
は
な
い
。

こ
の
地
域
に
お
い
で
に
な
ら
れ
た
方
が
、
「
館

山
は
良
か
っ
た
」
「
南
房
総
楽
し
か
っ
た
」
と

い
う
点
に
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
空
気
感
へ
の

満
足
感
が
必
要
に
な
る
。
旅
館
で
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
出
会
っ
た
地
元
の
方
と
の
「
会
話
」

も
「
観
光
商
品
」
で
あ
り
、
そ
の
ふ
れ
あ
い
こ

そ
が
「
旅
の
魅
力
」
で
も
あ
る
の
だ
。

　
地
域
を
あ
げ
て
、
「
観
光
が
人
口
減
少
時

代
の
生
き
残
り
の
切
り
札
に
な
る
」
と
考
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
組
を
継
続
す
る
必
要

が
あ
る
。

南
房
総
と
館
山
、一緒
に
観
光
地
、

ご
当
地
に
つ
い
て
考
え
る
。

観
光
地
を
経
営
す
る
。

「
稼
ぐ
地
域
」と
は
。

地
域
全
体
で「
観
光
地
」と

な
れ
る
か
ど
う
か
？

観
光
で『
外
貨
』を
稼
ぐ
。

定住人口1人あたりの年間消費額130万円
人が生活していて、日常を過ごす上でお買い物や
レジャー、生活に消費する額

観光交流人口増大の経済効果図表

＝＝

▼▼
外国人旅行客　8人分　130万円

（外国人が日本の旅行に使う消費額　約162,500円）

国内旅行者（宿泊）23人分　130万円
（国内旅行一人分の消費額　約56,000円）

＝＝
国内旅行者（日帰り）75人分　130万円

（日帰り旅行一人分の消費額　約17,300円）

※国全体の数値としています。
　（ひとつの地域で使う、消費する金額とは限りません）
※2019年の家計調査（総務省）による。
※2019年の旅行消費額調査、観光消費動向調査による。

夜のメニューが少ない地域。ただいま研究中です。

南
房
総・館
山
が
と
も
に
目
指
す「
観
光
地
経
営
」。

お泊りの方が23人いたら、定住人口1人分の
年間消費額をカバーできることになる！

観
光
客
・

リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保

人
口
減
少

地
域
内
消
費
が
減
少

地
域
経
済
の
衰
退

地
域
消
費
額
増
大

▶ ▶ ▶ ▶

協定を交わした南房総市堀江前観光協会長（左）
館山市上條観光協会長（右）

人口減少による
「地域内消費額」の減少予測
定住人口一人あたりの年間消費額は130万
円と言われ、人口減少が続く南房総地域
でも必然的に「地域内消費額」がますます
減少していく。この先、15年後には、館山
市・南房総市で、1万5千人程度の人口減
が予想され、現在と比べて、およそ195億
円の消費額が一年間に「消失」する。だか
らこそ、観光事業者のみならず、農業、漁
業、商工業…、産業が一緒になって、行政
も含めて「地域消費額」の増大について考
えてみませんか？

「星空観察プログラム」がご当地でできないかな？
館山市観光協会では、観光庁の「看板
商品の創出」事業の補助金を受けて、
「ナイトコンテンツの開発・星空観察
プログラムの開発」の事業を行った。
夜や雨天時の観光メニューが少ない
ことから、消費額の増大、観光客の満
足度向上のために、「ナイトコンテン
ツ」の開発の研究、メニュー化につい
て検討している。

南房総と館山、温泉宿は40軒。
一緒に売ろう！知ってもらおう！
館山市温泉事業組合と南房総市温泉組合に所属
する宿は、合わせて40
軒。首都圏の方々には、あ
まりこの南房総エリアの
「温泉宿」が知られてな
い。自分の旅にあわせて
選べる温泉の地域でもあ
ることを、両市あわせての
PR作戦実施中。

HOT SPRINGS
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more info
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南房総市観
光協会＋館

山市観光協
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